外来・通所　カンファレンス記録
	平成　18年　8月　30　日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　真貴子　　　記録者　小笠原　嘉紀　
	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	小笠原
	東
	服部
	佐々木
	木村
	月舘
	中居
	瀧澤
	上平
	摩尼
	池田
	谷藤

	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
<連絡事項>

· 本日、17：30からメモリアルホールにて自立支援法についての伝達講習あり。

· 9/28、9/29の当直医が猪股Ｄｒ不在の為、田名部Ｄｒに変更となっている。

＜外来情報＞

秋山　和子様～外来受診時に元気がない様子だったとの事。

其田　淑子様～足のむくみが見られていたが、血圧は正常値だったとの事。

淡路智恵子様～外来Drにタバコが止められないことについて相談しており、Drからタバコの本数を減らしていくように勧められたとの事。

戸賀沢　潔様～Drから借金を増やさないようにと言われたとの事。

清水　泰雅様～8/29に腹痛があったとDrに話していたとの事。

＜利用者様情報・検討＞

杉澤　恵子様　　デイケア利用中

保清の確認の為、足浴を今週から実施している。足浴時に担当スタッフが下肢に裂傷と左下肢のふくろはぎ部分にケロイド状の火傷のような跡を発見している。裂傷については、虫刺されで掻いてしまったと話しているが、左下肢の傷については「わからない」と話している。体重増加が見られるため来所時に体重、腹囲、万歩計の歩数を計測している。（本日　体重70㎏、腹囲108cm万歩計の歩数2800歩）また本日、デイケア通所後、とうもろこしを3本持ってきて食べており、他メンバーにとうもろこしをあげている所をスタッフが発見している。そのためスタッフが本人と話し合い以下の内容の約束をしている。

①デイケアに食べ物、飲み物を持って来ない

②他メンバーに食べ物、飲み物をあげない

③お菓子、ジュースなどの間食をしない

④体重を減らす為、食べ物をもらわない

⑤8：30から20分間エアーウォーカーで運動を行い、毎日、動きやすい服装（半ズボン）で通所する

最近の様子

本人から眠気の訴えが多く聞かれている。本人の睡眠状態を確認し8/29は21：00から24：00まで眠っていると本人が話している。夜間、トイレに頻回に起きているが失禁することが多く、そのために、あまり眠れていないとのこと。また、本日（8/30）薬を多く持ってきている様子（普段は食前薬、昼食後薬のみだが、夕食後薬まで持参）が見られている。

<眠気について>

⇒外来受診時に本人が相談しDrから様子を見るように言われているとの事。

<失禁について>

⇒デイケア内で失禁した場合に備えて、着替えを準備してもらい、失禁を予防する運動の導入の検討を行う。
<服薬（所持品）について>

⇒毎日、服薬の薬袋の確認を行い、同時に本人の了承を得て、持ち物の確認を行う。

長瀬紘一郎様　　デイナイトケア利用中

昨日（8/29）食道狭窄部分の定期受診のため家族同伴で八戸平和病院を受診している。

＜前回の受診時のDrから説明＞

食道部分がひだ状になっており、食道が詰まりやすくなっているため、定期的（2週間に1回）に受診することが必要との事。

＜今回の受診時のDrからの説明（本人からの情報）＞

食道部分に特に問題が無いため、定期的（2週間に1回）に受診する必要がないとの事。

今後の対応

八戸平和病院のDrが説明した内容を同伴した家族に確認し、今後の対応をおこなっていく。

稲垣　ふき様　　デイナイトケア利用中

本日（8/30）頭部の腫れ物（数回掻き壊してしまったもの）治療の為、赤田外科を受診している。頭部の痛みが激しい場合に服用する頓服薬が処方されている。
　　　　　　　

田中　静子様　デイケア見学

8/31、退院予定の方。下平PSWとともに9：30～11：30までデイケアを見学している。

デイケアのプログラム内容や時間の流れについて通所スタッフからの説明とプログラム見学に入ってもらっている。息子との生活や家事などができるか等心配も多く話されている。通所利用については、「やめようかな」「週一でいいかしら」など自分自身では決定できない様子が見られている。スタッフからは退院後、より安定した（再発の防止）生活の為には外来通院、薬物療法のほかストレスに対応できる生活が必要であり、そのためには、通所という資源も活用できる事を伝えている。

清水　泰雅様　デイケア利用中（青山荘からの情報提供）

昨日（8/29）デイケア欠席し、外来受診していないとの事。川端Ｄｒより、本日（8/30）受診するということで一日分処方されており、青山荘スタッフが本人宅に訪問した際に渡している。訪問時、本人から「胃の調子が悪くてデイケアには電話したけど・・・」と話しており、受診日であったことを忘れていた様子。本日、外来を受診し、デイケアに通所されている。
＜勉強会＞

　語句の意味を知ろう

　語句の意味を知ると同時に臨床で対面している対象の姿を思い浮かべてみよう。

（感情鈍磨）

感情をおこすような刺激があっても、感情がおこらず欲求や周囲に対する関心が乏しくなる事

（記銘力）

見たり聞いたり体験した事を記憶にとどめようとする能力

（強迫観念）

無意味な観念とわかっているが、絶えず心を占め、考えないようにしようと思っても取り除くことができない

（強迫行為）

不合理と思う観念に基づく行為を実行しないでいられない行為

（思考伝播）

自分の考えが、考えた瞬間に同時に他人に抜き取られてしまう状態

（昏迷）

意識が保たれているが、外界の刺激に全く反応せず、精神活動が停止し、行動がまったくなくなった状態

（思考停止）

思考の流れが抑制され、緩慢となり思考内容が乏しくなった状態

（常同運動）

目的も無く同じ行動を繰り返す事

（衝動行為）

欲動が意志によって理性的に選択の統制を受けずに直接に行動に移されること

（感情失禁）

ささいな事で、泣いたり、笑ったり、怒ったりする状態

（支離滅裂）

思考過程に連続して統一性を欠く為、全体としてまとまりがなく何を話しているのかわからない状態が意識清明時に現れるもの

（退行）

ある時点まで発達していた状態、機能、体勢が何らかの障害によってそれ以前のより低次な段階まで逆戻りしてしまう事

（適応）

人間が自分自身の内部にあるいは自分を取り巻く環境に生ずる一連の持続的な変化に対応するように努力し、生活する事










